
ロボットと芸術

「ロボット」の名が世にでたのは1920年、とある戯曲

の中でである。筆者は新しい何かを求めたのだろ

うか。「ロボット」の名が無かっただけであり、百

年以上も前からロボットのようなものは考えられ

ていたし、かのレオナルド・ダ・ヴィンチもロボッ

トに似るものを考えていた。原作は文で、実体化

された時はげきであったので、日本に上陸したと

きも、文やげきで伝わった。　　　　　（原田詢矢）

ロボットにはいろいろなしゅるいがあります。そ

の中で私がとくにおどろいた事は、手をたたくと、

その音にはんのうして、小鳥がなくようになって

いる所がびっくりしました。　　　　　（板谷果穂）

日本で一番最初にロボットをつくったのは、北海道

の生物学者の西村真琴という人だ。最初は仕事を

させるためにつくられたロボットだが、この人は人

造人間としてロボットをつくった。　(阿部多香子）

音にはんのう　いろいろなしゅるい

人造人間としてのロボット

特別展　生誕100年
とくべつてん せい

げい

おと

な

な な

よ ねん

こと

おと

に

せいぶつがくしゃ にしむら ま こと

ほん いちばんさいしょ

さいしょ し

ひと じん

あ べ た か こぞうにんげん

ごと

ほっかいどう

こ とり

てなか わたし

ところ いた や か ほ

ぎきょく

ひゃく

かんが

かんが げんさく ぶん じったい か

とき

ぶん つた はら だ じゅん や

に ほん りくじょう

じょうねん まえ

に

い

なか ひっしゃ あたら なに もと

じんぞうにんげん

2020年７月18日（土）～９月13日（日）　
ねん がつ にち がつ にち にちど

じゅつ

え
っ

きょ
う

たん ねん

2020

「ロボット」の名は戯曲の中から
な ぎ きょく なか

　今
こん

年
ねん

度
ど

最
さい

初
しょ

の発
はっ

行
こう

になりますびとこま 28 号
ごう

はコロナ禍
か

の中
なか

、在
ざい

宅
たく

で課
か

題
だい

に取
と

り組
く

んだたくさ

んのイラストやフェイスシールドを被
かぶ

りながらの取
しゅ

材
ざい

活
かつ

動
どう

など、いつもと違
ちが

う活
かつ

動
どう

の中
なか

でも子
こ

ど

も記
き

者
しゃ

たちは簡
かん

単
たん

に困
こん

難
なん

を飛
と

び越
こ

えて、楽
たの

しんでいる様
よう

子
す

が紙
し

面
めん

からあふれています。

　少
すこ

し前
まえ

までは書
か

けなかった文
ぶん

章
しょう

がいつの間
ま

にか長
なが

く情
じょう

景
けい

豊
ゆた

かな記
き

事
じ

を書
か

けるようになっていた

り、対
たい

象
しょう

をよく観
かん

察
さつ

してイラストを描
か

き上
あ

げていたりと、27 号
ごう

との読
よ

み比
くら

べをしてみるとその成
せい

長
ちょう

には驚
おどろ

くばかりです。今
こん

号
ごう

もぜひじっくり読
よ

んで、子
こ

ども記
き

者
しゃ

たちの活
かつ

躍
やく

をお楽
たの

しみください。

　　　　　　　　　　　第28号（2020 年 9月発行）
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A
エー

I
アイ

とは…人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

（Artificial Intelligence）の頭
かしら

文
も

字
じ

をとった略
りゃく

称
しょう

。こ

の作
さく

品
ひん

は、ロボットでまん才
ざい

をする AI プログラムとロボットの組
く

み合
あ

わせで笑
わら

えるロボットコンテスト「バカロボット 2008」に参
さん

加
か

した世
せ

界
かい

初
はつ

まん才
ざい

を自
じ

動
どう

で生
せい

成
せい

するおもしろいロボットだ。まん才
ざい

に合
あ

わせ

て、脚
あし

を動
うご

かす、振
しん

動
どう

するなどの動
どう

作
さ

をしたらしい。　　（栗
くり

本
もと

帆
ほの

夏
か

）

無
む

人
じん

ばくげき機
き

は人がのっていなくて、戦
せん

争
そう

中
ちゅう

のへいきとし

ても使
つか

われたそうです。その作
さく

品
ひん

は、おもちゃのような小
ちい

さ

い無
む

人
じん

ばくげき機
き

をとんでいるように動
うご

かしていて、かべに

うつしたえいぞうで、本
ほん

物
もの

のようにみせていました。         

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（野
の

本
もと

遥
はる

）

リアリスティック フライング ノーバディバーチャリティー

ロボットキャラクターのきっかけをつくったのは、「鉄
てつ

腕
わん

アト

ム」その後
ご

、「鉄
てつ

人
じん

28号
ごう

」「マジンガー Z」、「機
き

動
どう

戦
せん

士
し

ガンダム」

など次
つぎつぎ

々ロボットが登
とう

場
じょう

する作
さく

品
ひん

ができた。

人
ひと

々
びと

には、『強
つよ

いヒーローに対
たい

する憧
あこが

れ』が生
う

まれた。（分
わけ

里
さと

心
ここ

音
ね

）

立
たて

石
いし

こう一
いち

は、《きょうどう社
しゃ

会
かい

》

をせいさくした。福
ふく

岡
おか

県
けん

生
う

まれ。石
せき

炭
たん

産
さん

業
ぎょう

が隆
りゅう

盛
せい

していた筑
ちく

豊
ほう

で育
そだ

つ。

　　　　　　　　　　　（栗
くり

本
もと

百
もも

花
か

）

ロシア、モスクワ生
う

まれで、近
きん

代
だい

絵
かい

画
が

における抽
ちゅう

象
しょう

表
ひょう

現
げん

の

先
せん

駆
く

者
しゃ

の一
ひと

人
り

。1910 年
ねん

ごろから抽
ちゅうしょうげんしょう

象現象の探
たん

求
きゅう

をはじめる。

生
しょう

涯
がい

を通
とお

して、自
し

然
ぜん

の形
けい

態
たい

の抽
ちゅう

象
しょう

表
ひょう

現
げ ん

、幾
き

何
か

学
がく

的
てき

形
けい

態
たい

によ

る理
り

知
ち

的
てき

な抽
ちゅう

象
しょう

で、さらには有
ゆう

機
き

的
てき

形
けい

態
たい

による表
ひょう

現
げん

へ作
さく

風
ふう

を

展
てん

開
かい

した。また、抽
ちゅう

象
しょう

絵
かい

画
が

という新
あら

たな芸
げい

術
じゅつ

表
ひょう

現
げん

の創
そう

始
し

者
しゃ

として、その後
ご

、多
おお

くの影
えい

響
きょう

を与
あた

えた。展
てん

示
じ

してあったのは、

オレンジという作
さく

品
ひん

だ。ウァシリー・カンディンスキーがか

き、ほかの人
ひと

は見
み

てわかりやすい絵
え

をかいていた。なので、

わかりにくい絵
え

は描
えが

かなかったそうだ。　　　　（栗
くり

本
もと

帆
ほの

夏
か

）

ロボットをテーマ

にした絵
え

をかいて

いる。昭
しょう

和
わ

の科
か

学
がく

雑
ざっ

誌
し

と色
いろ

合
あ

いが似
に

ていて、カラフル。

（綿
わた

貫
ぬき

里
り

咲
さ

）

成
なり

田
た

亨
とおる

は、青
あお

森
もり

県
けん

出
しゅっ

身
しん

で、彫
ちょう

刻
こく

家
か

だったが、『ゴジラ』で映
えい

画
が

美
び

術
じゅつ

をするようになった。「ウルトラQ
キュー

」「ウルトラマン」「ウル

トラセブン」のヒーロー、怪
か い

獣
じゅう

、宇
う

宙
ちゅう

人
じん

などのデザインをした。

ウルトラマンシリーズの造
ぞう

形
けい

的
てき

な基
き

そをつくった人
じん

物
ぶつ

である。

ガラダマモンスター（ガラモン）はセミ人
にん

間
げん

が送
おく

りこみ、バルタ

ン星
せい

人
じん

はセミ人
にん

間
げん

にツノ、ハサミをつけた敵
てき

である。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（分
わけ

里
さと

心
ここ

音
ね

）

「いっしょに歩
ある

きたい」と言
い

っているようだ。その近
ちか

くを通
とお

るとその

足
あし

もいっしょに歩
ある

いている。本
ほん

当
とう

に歩
ある

いているようにみえる。カッカッ

カッカッではなくて、ゆっくりのんびり自
し

然
ぜん

をかんじているように歩
ある

いている。海
うみ

の近
ちか

くを歩
ある

いているかんじがする。　　　　（田
た

野
の

紗
さ

彩
あや

）

ロ
ボ
ッ
ト
ら
人じ

ん

工こ
う

物ぶ
つ

は
と
ど
ま
る
こ
と
を
知し

ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
問も

ん

題だ
い

も
お
き
る
が
そ
れ
と
同ど

う

時じ

に
、

人ひ
と

々び
と

に
感か

ん

動ど
う

を
あ
た
え
、
労ろ

う

働ど
う

や
楽た

の

し
み
等な

ど

、
沢た

く

山さ
ん

の
こ
と
を
行

お
こ
な

っ
て
く
れ
る
。
人ひ

と

々び
と

は
仲な

か

良よ

く
、
ロ

ボ
ッ
ト
と
上

じ
ょ
う

手ず

に
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

す
れ
ば
、
世よ

の
中な

か

は
進し

ん

化か

し
て
い
く
だ
ろ
う
…
。　
　
　
　
　
　
（
原は

ら

田だ

詢
じ
ゅ
ん

矢や

）

バルタン星
せい

人
じん

イラスト：分
わけ

里
さと

心
ここ

音
ね

イラスト：田
た

野
の

紗
さ

彩
あや

イラスト：野
の

本
もと

遥
はる

《Traces of legs》西
にし

尾
お

康
やす

之
ゆき

《 用
よう

無
な

し》シューベルグ・ヨーナス

　《日
ひ

々
び

にある》津
つ

田
だ

光
こう

太
た

郎
ろう

　《オレンジ》ウァシリー・カンディンスキー

　《共
きょう

同
どう

社
しゃ

会
かい

》立
たて

石
いし

　紘
こう

一
いち

私
わたし

がこの特
とく

別
べつ

展
てん

で一
いち

番
ばん

気
き

になった作
さく

品
ひん

「あなたは変
へん

態
たい

しつつある-D
ディー

」の作
さく

者
しゃ

。

この作
さく

品
ひん

は、人
にん

間
げん

の頭
あたま

がサイコロに入
はい

っていて、目
め

が落
お

ちていたり、タバコ

を吸
す

っていたりしている。サイコロに入
はい

っているわけは、「サイコロも人
じん

生
せい

も、

どのように進
すす

むかわからない」からだそうだ。　 　　　　　　 　（綿
わた

貫
ぬき

里
り

咲
さ

）

《あなたは変
へ ん

態
た い

しつつある -D
ディー

》工
く

藤
どう

哲
てつ

巳
み

◎強
つ よ

いヒーローに対
た い

する憧
あこが

れ

◎ウルトラマンシリーズ

「
ガ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト『
一い

ち

郎ろ
う

』
君く

ん

」
相あ

い

澤ざ
わ

次じ

郎ろ
う

　《Realistic Vertuality(Flying Nobody)》伊
い

藤
とう

隆
りゅう

介
すけ

イラスト：阿
あ

部
べ

多
た

香
か

子
こ

撮
さつ

影
えい

者
しゃ

／栗
くり

本
もと

帆
ほの

夏
か

トレーシーズ オブ レッグス

アーティフィシャル 　インテリジェンス

セミ人
にん

間
げん

イラスト：分
わけ

里
さと

心
ここ

音
ね



～苫
とまこまい

小牧の降
こうすいりょう

水量～

苫
と ま こ ま い

小牧は、水
み ず し げ ん

資源にあふれた宝
たから

の町
まち

である。そ

の水
みず

は、一
いちねん

年で1㎡
※①

当
あ

たり約
やく

1200L
※②

、この町
まち

の

水
みず

、とまチョップ水
すい

約
やく

500m
※③

L 2400 本
ほんぶん

分であ

る。その水
みず

は、苫
と ま こ ま い

小牧にある 30 以
いじょう

上の川
かわ

のど

れかに流
なが

れこみ人
ひとびと

々の飲
の

む飲
の

み水
みず

になるため、

浄
じょうすいじょう

水 場へ行
い

く。

二ホンザリガニ

イラスト：栗
くり

本
もと

百
もも

花
か

カワセミのなかま

北
ほっ

海
かい

道
どう

で子
こ

育
そだ

てをしているカワセミの仲
なか

間
ま

は、カワセミ、ヤマ

セミ、アカショウビンの 3 種
しゅ

類
るい

。どの種
しゅ

類
るい

も、川
かわ

や湖
みずうみ

などの水
みず

辺
べ

で生
せい

活
かつ

しており、水
みず

辺
べ

に張
は

り出
だ

した枝
えだ

の先
さき

から高
こう

速
そく

で水
すい

中
ちゅう

に飛
と

び込
こ

み、魚
さかな

やカニなどのエサをとる。アカショウビンとヤ

マセミは近
きん

年
ねん

、川
かわ

の環
かん

境
きょう

が原
げん

因
いん

でほとんど苫
とま

小
こ

牧
まい

で見
み

られなく

なってしまった。　　　　　　　　　　　　　　（綿
わた

貫
ぬき

里
り

咲
さ

）

ヒシ
イラスト：野

の

本
もと

遥
はる

企
き

画
かく

展
てん

　　2020年
ねん

5 月
がつ

12日
にち

（火
か

）〜６月
がつ

21日
にち

（日
にち

）

「水
みず

と生
せい

命
めい

〜川
かわ

と生
い

き物
もの

のつながり」

カワセミ
イラスト：分

わけ

里
さと

心
ここ

音
ね

水
みず

草
くさ

（水
すい

生
せい

植
しょく

物
ぶつ

）には、「抽
ちゅう

水
すい

植
しょく

物
ぶつ

」、「浮
ふ

葉
よう

植
しょく

物
ぶつ

」、「沈
ちん

水
すい

植
しょく

物
ぶつ

」、「浮
ふ

遊
ゆう

植
しょく

物
ぶつ

」の 4 種
しゅ

類
るい

があります。「抽
ちゅう

水
すい

植
しょく

物
ぶつ

」は、

根
ね

を地
じ

面
めん

にはり、一
いち

部
ぶ

が水
すい

上
じょう

に出
で

る植
しょく

物
ぶつ

のことです。

「浮
ふ

葉
よう

植
しょく

物
ぶつ

」は、根
ね

から茎
くき

や葉
よう

柄
へい

を伸
の

ばし、葉
は

が水
すい

面
めん

に

展
てん

開
かい

する植
しょく

物
ぶつ

のことです。

「沈
ちん

水
すい

植
しょく

物
ぶつ

」は、植
しょく

物
ぶつ

全
ぜん

体
たい

が水
すい

中
ちゅう

に沈
しず

む植
しょく

物
ぶつ

のことです。

「浮
ふ

遊
ゆう

植
しょく

物
ぶつ

」は、全
ぜん

体
たい

が水
すい

中
ちゅう

あるいは水
すい

面
めん

をただよって

生
せい

育
いく

する植
しょく

物
ぶつ

のことです。

水
みず

草
くさ

でも、さらに細
こま

かく分
ぶん

類
るい

されていて、おもしろいと

思
おも

いました。　　　　　　　　　　　　　　（分
わけ

里
さと

心
ここ

音
ね

）

アカショウビン
イラスト：田

た

野
の

紗
さ

彩
あや

シマフクロウ

イラスト：田
た

野
の

紗
さ

彩
あや

日
に ほ ん

本で一ばん大
おお

きなふくろう　名
な ま え

前はシマフクロウです。

わたしから見
み

ると、のぞいているようにみえます。かまれるとい

たいそうです。よるになると、目
め

を光
ひか

らせて、羽
はね

をばさばさひろ

げてとぶのです。シマフクロウは魚
さかな

をたべます。目
め

の形は、丸
まる

くて、

まん中
なか

に、黒
くろ

い目
め だ ま

玉があります。その黒
くろ

い目
め だ ま

玉の外
そとがわ

側に、黄
き い ろ

色い

ものがかこってあります。むかしはいましたが、今
いま

は、いません。

わたしは本
ほん

もので見
み

てみたいです。羽
はね

の色
いろ

は茶
ちゃいろ

色と白
しろ

です。体
からだ

の

色
いろ

は、白
しろ

と黒
くろ

と茶
ちゃいろ

色です。わたしもそのシマフクロウのように羽
はね

をひろげて空
そら

をとんでちきゅうのけしきをみてみたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田
た

野
の

紗
さ

彩
あや

）

ヤマセミ
イラスト：綿

わた

貫
ぬき

里
り

咲
さ

オオウミウマ
イラスト：小

お

川
がわ

さくら

カワガラス

イラスト：栗
くり

本
もと

百
もも

花
か

ヤマモミジの木

イラスト：三
み

浦
うら

百
もも

葉
は

コウホネ　セキショウモ

イラスト：分
わけ

里
さと

心
ここ

音
ね

～苫
とまこまい

小牧の川
かわがわ

々～

先
さき

ほども少
すこ

しふれたが、30 以
いじょう

上苫
と ま こ ま い

小牧には川
かわ

が

ある。中
なか

には、源
げんりゅう

流が定
さだ

かではないものもある。

苫
と ま こ ま い

小牧のとなり、白
しらおいちょう

老町との境
さかいめ

目には、別
べつべつがわ

々川

という川
かわ

がある。この川
かわ

は、アイヌ語
ご

のペッペッ

からとったものである。他
ほか

にも川
かわ

に関
かん

した地
ち め い

名

で、「ナイ」や「ペツベツ」からきたものもある。

植
うえなえ

苗や登
のぼりべつ

別、幌
ほろべつ

別などだ。このように、川
かわ

にも、

地
ち め い

名に関
かん

する部
ぶ ぶ ん

分があったことがうかがえる。

　　　　　（原
はら

田
だ

詢
じゅん

矢
や

）

人
ひと

は水
みず

に関
かか

わり生
い

きる　～川
かわ

の町
まち

、苫
とまこまい

小牧～

美々川

イラスト：小
お

川
がわ

さくら

※①㎡＝へいほうめーとる

※② L ＝りっとる

※③ mL ＝みりりっとる

ヌマガレイ（透
とう

明
めい

骨
こっ

格
かく

標
ひょう

本
ほん

）

骨
ほね

のかたさによって色
いろ

が分
わ

けられている。

　　　　 イラスト：阿
あ

部
べ

多
た

香
か

子
こ

シマフクロウ
イラスト：阿

あ

部
べ

多
た

香
か

子
こ

カワガラスは、カラスのなかまではあ

りません。そして、他
ほか

の鳥
ちょう

類
るい

では、マ

ネできない方
ほうほう

法で水
すいせい

生こんちゅうやち

ぎょなどを食
た

べています。（板
いた

谷
や

果
か

穂
ほ

）



イクパスイとは、アイヌが儀
ぎ

礼
れい

を行
おこな

うときに、アイヌ（人
ひと

）

の言
こと

葉
ば

をより正
せい

確
かく

にカムイ

（神
かみ

）へ取
と

り次
つ

ぐ役
やく

割
わり

をもった

道
どう

具
ぐ

である。儀
ぎ

礼
れい

の際
さい

に酒
さけ

を

つけて神
かみ

にささげる。「イク」

はアイヌ語
ご

で「酒
さけ

を飲
の

む」、「パ

スイ」は「箸
はし

」という意
い

味
み

。

　　　　　　　　（綿
わた

貫
ぬき

里
り

咲
さ

）

アイヌが儀
ぎ

礼
れい

を行
おこな

うさいにアイ

ヌの人
ひと

の言
こと

葉
ば

をより正
せい

確
かく

にカム

イ（神
かみ

）へと取
と

り次
つ

ぐ役
やく

割
わり

をもっ

た道
どう

具
ぐ

らしい。儀
ぎ

礼
れい

の際
さい

に、イ

クパスイの先
さき

に酒
さけ

をつけて神
かみ

に

つげる。そうすると一
いっ

滴
てき

の酒
さけ

が

神
かみ

の世
せ

界
かい

では一たるにもなると

されている。また、イクパスイ

は、男
だん

性
せい

がつくるらしい。

　　　　　　　　　（栗
くり

本
もと

帆
ほの

夏
か

）

イクパスイ展
てん

では、美
び

術
じゅつ

博
はく

物
ぶつ

館
かん

にあるほんのいちぶの「イ

クパスイ」が展
てん

示
じ

されている。当
とう

時
じ

のアイヌの人
ひと

たちは、

イクパスイがつくれないと一
いち

人
にん

前
まえ

ではないと言
い

われてい

たそうで、作
つく

るときは木
き

の向
む

きが一
いち

番
ばん

大
だい

事
じ

なのだそう。

イクパスイをぎしきで使
つか

うときは、「イクパスイ」、「お

わん」、「台
だい

」の 3 つで使
つか

うそうだ。そのぎしきは、神
かみ

様
さま

に自
じ

分
ぶん

たちの考
かんが

えを伝
つた

えるぎしきなのだそうだ。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（阿
あ

部
べ

多
た

香
か

子
こ

）

ひとすじの光
ひかり

が少
すこ

しうごいています。そのうごき

は、よもぎ沢
ざわ

しょう子
こ

さんのこきゅうのスピード

だそうです。その光
ひかり

の中
なか

に、マフラーをなびかせ

ているオブジェがあり、そのかげが長
なが

くのびてい

ました。ひとすじの光
ひかり

の中
なか

に人
ひと

々
びと

があつまってい

ろいろな思
おも

いをもって、いのっているようすを表
あらわ

しています。この作
さく

品
ひん

は、くらいところにてんじ

していました。　　　　　　　　　　　（野
の

本
もと

遥
はる

）

《Pray - 祈り -》艾
よもぎ

沢
ざわ

詳
しょう

子
こ

イラスト：野
の

本
もと

遥
はる

イラスト：栗
くり

本
もと

帆
ほの

夏
か

撮
影
者
／
野の

本も
と

遥は
る

イラスト：阿
あ

部
べ

多
た

香
か

子
こ

イラスト：綿
わた

貫
ぬき

里
り

咲
さ

イラスト：田
た

野
の

紗
さ

彩
あや

イラスト：分
わけ

里
さと

心
ここ

音
ね

イラスト：小
お

川
がわ

さくら

形
かたち

を作
つく

る前
まえ

のイクパスイ

イラスト：三
み

浦
うら

百
もも

葉
は

　中
なか

庭
にわ

展
てん

示
じ

　vol.14 艾
よもぎ

沢
ざわ

　詳
しょう

子
こ

「Weathering - 風化-」
2020 年

ねん

5 月
がつ

12日
にち

（火
か

）〜 9 月
がつ

13日
にち

（日
にち

）

ウェザリング ふう か

プレイ

イラスト：野
の

本
もと

遥
はる

イラスト：田
た

野
の

紗
さ

彩
あや

イラスト：綿
わた

貫
ぬき

里
り

咲
さ

イラスト：野
の

本
もと

遥
はる

イクパスイは、いろんな木
き

をきって、イクパス

イを作
つく

ります。そして、イクパスイは全
すべ

て男
おとこ

の

人
ひと

がつくります。イクパスイは、ちょうこくと

うでもようをつくります。アイヌでは、一
いっ

てき

のさけがかみのせかいでは一たるになるとされ

ています。そして、ぎれいを行
おこな

うさいにアイヌ

（人
ひと

）のことばをよりせいかくにカムイ（かみ）

へととりつぐやくわりをもったどうぐです。　

　　　　　　　　　　　　　　　　（板
いた

谷
や

果
か

穂
ほ

）

　収
しゅう

蔵
ぞう

品
ひん

展
てん

「イクパスイ―祈
いの

り捧
ささ

げるもの―」
2020年

ねん

5月
がつ

12日
にち

（火
か

）〜６月
がつ

21日
にち

（日
にち

）


